が 大勢た かって それ を 見物して いる。 こういう 光景 を 

何遍と なく 街頭で 見かけた。 

うまかた 

この場合 において 馬方 は 資本家で あり、 馬 は 労働者 

である。 ただ 人間の 労働者と ちがう の は、 口が 利け な 

い 事で ある。 プロパガンダの 出来ない 事で ある。 

馬と 人間と 一 つに はならない という 人が あるだろう- 

そんな 理窟が どこから 出て 来る か を 聞きたい。 

五 

日本中の 大工 業 家が 寄り合って 飯 を 食ったり 相談 を 



るの が 通例で あある。 その 結果と して 後日 私が この 経 

験 を 人に 話す 場合に 「煉瓦が 砕ける だろうと 思って 見 

ていたら、 果して 砕けた」 と 云って しまう 恐れが ある- 

これ は 無意識で は あるが やはり 一 種の 噓 であるに 相違 

ない。 

九 

ある 偏屈 だと 人から 云われて いる 男が、 飼 猫に 対す 

る 扱い方が 悪い と 云って その 夫人 を 離縁した。 そうい 

う 噂 話 をして 面白が つ て 笑って いる 者が あった。 



ら なくな つ た。 

(大正 十一 一年 十月 『週刊 朝日』) 

十 

芝生に 水 を やる のに、 十分に、 たっぷり、 土の 底 深 

く 浸み 込む まで やる ことにしなければ いけない。 もし 

しめ 

ほんの 表面の 薄い 層 だけ 湿る ような やり方 をして いる 

と、 芝の 根が ついつ い 欺され て 甘やかされて、 浅い 上 

層 だけに 発達して 来る。 そうして 大旱に 逢った 時に、 

深層の 水分 を 取る ことが 出来 なくなって、 枯死して し 



あっても、 日本人の 間で は、 その 価値 は 容易に 認めら 

れ ない。 たまたま 認めて いる 人 はあって も、 たいてい 

黙って いる。 認めない 人 は、 たいてい 軽々 にくさして 

しまう。 ところが その 仕事が、 偶然に でも、 西洋で 認 

めら れて、 あちらの 雑誌に でも 紹介され る。 すると、 

その 仕事の 本国に おける 価値が 急に 高まる ので ある。 

ま. ご 

ちょうど 反古 同様の 浮世絵が、 一 枚 何千 円に もなる と 

同様で ある。 それと 反対に、 もし 外国の 雑誌に でも、 

ちょっとした、 いい加減な 悪口で も 出る と、 それが あ 

たか も 非常な 国辱で でも あるよう に 感ぜら るる。 

こんな 心細い 状態が、 いつまで つづく のだろう。 



は、 もちろんそう である。 研究に 忙し かるべき 学者 を 

通俗 講演 や、 科学の 宣伝 や、 その他 何々 会議 や 何々 委 

むやみ 

員 や 顧問に 無暗に 引っぱり 出す の もそう である。 

そんな ことで 科学 は 奨励され る もので はない。 唯一 

の 奨励 法 は、 日本に アイ ンシ ユタ イン や、 ボ— ァ のよ 

うな 学者 を 輩出させる ことで ある。 もし、 どうかして 

それが 出来たら、 いかに 妨害し ようと 骨折って ももう 

駄目で ある。 日本の 科学 は、 ひとりで 勃興す るだろう _ 

百の 騒がしい 宣伝より は、 一 の 黙った 実例が 必要で あ 

る。 

アイ ンシ ユタ イン や、 ボ ー ァは、 おそらく 通俗 講演 



小に 見える 事柄の 内に、 他人が 見た 時に、 同じく らい 

重大な ものが 含まれて いるか もしれ ない という こと を 

忘れて はならない。 

恐ろしく つまらな いと 思われる 事柄の 中から、 非常 

に 重大な ものの 出現す る 例 は 基礎科学の 世界に はいく 

ら でも ある。 

「つまる」 と 「つまらない」 と は、 物に 属しないで 人 

に 属する。 つまらない 事から、 つまる 事 を 掘り出す こ 

ともあれば、 つまる 問題から つまらない 事の み 拾い出 

す， ，- ともしば しばで ある。 

科学の 教育に 当る もの は、 この 一事 を 忘れて はなら 



震 をな くす る こと は 困難で ある。 いかに アメリカ人に 

なりたが つても、 過去 二 千 余 年の 歴史 は 消されない。 

(大正 十三 年 七月 『週刊 朝日』) 
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